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　平成28年９月29日に公表しました平成29年３月期（平成28年４月１日～平成29年３月31日）第２四半

期連結累計期間の業績予想と実績に下記のとおり差異が生じましたので、お知らせいたします。　

　また、平成28年４月27日に公表しました平成29年３月期通期連結業績予想につきましても、下記のと

おり修正いたしましたので併せてお知らせいたします。

　平成29年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想値と実績値との差異（平成28年４月１日～平成28年９月30日）

実　績　値（Ｂ）

差　額　（Ｂ－Ａ）

差 額 率 （％）

△ 32 23 64 45 －

△ 0 3 6 6 － － －

△24.75

12,398 373 △ 56 △ 345 △ 21.95

前回発表予想（Ａ）
百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

12,430 350 △ 120 △ 390

平成28年11月4日

平成29年３月期 第２四半期累計期間の業績予想値と実績値との差異
及び通期業績予想の修正に関するお知らせ

記

売上高 営業利益 経常利益
親会社株式に

帰属する
四半期純利益

１株当たり
四半期純利益

差　額　率　（％）

　平成29年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

今回修正予想（Ｂ）

増　減　額　（Ｂ－Ａ）

増　減　率　（％）

差異及び修正の理由 　

　　第２四半期連結累計期間については、グループを挙げての原価低減及びＰＴ　ＭＥＴＡＬＡＲＴ　

　ＡＳＴＲＡ　ＩＮＤＯＮＥＳＩＡへの当社からの円建て貸付金の為替差損額が想定を下回ったことな

　どから、営業利益、経常利益、親会社株式に帰属する四半期純利益ともに増益となりました。

　　通期の連結業績については、売上は、自動車部門におけるインドネシア市場の回復による海外受注

　の増加、建設機械部門においても中国や東南アジア市場が底打ちしたことにより受注増加が見込まれ

　前回発表を上回る見込みであります。また、営業利益、経常利益、親会社株式に帰属する当期純利益

　についても売上の増加により前回発表を上回ることが見込まれる為、上方修正することといたします。

　（注）上記の予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成した

　　　　ものであり、実際の業績は今後の様々な要因によって変動する場合があります。

以上

△ 11.49

4.8 31.6 39.6 162.5 －

(ご参考)前期実績
（平成28年３月期） 23,469 251 △ 107 △ 181

26,200 1,000 740 210 13.33

1,200 240 210 130 －

円　銭

25,000 760 530 80 5.08

売上高 営業利益 経常利益
親会社株式に

帰属する
当期純利益

１株当たり
当期純利益

前回発表予想（Ａ）
百万円 百万円 百万円 百万円

(ご参考)前期第２四半期実績
（平成28年３月期第２四半期） 11,681 58 △ 565 △ 391 △ 24.86

△ 0.3 6.6 － － －


